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はじめに 

 

国家戦略特区制度の下で実現が有力視されている国内における外国人美容師の就労を見

据え、外国人美容師育成のあり方を研究し、その育成プログラムの開発・実証を行う。現

行制度下では、外国人が美容師免許を取得することは可能であるが、在留資格を持たない

限り国内において美容師として就労できない。しかし、美容業界におけるインバウンド需

要への対応や日本の美容技術を海外に伝えるアウトバウンドの担い手として外国人美容師

の就労が期待されている現状を踏まえ、東京圏において国家戦略特区制度による規制緩和

が、今後実現される見通しである。 

 

本事業の目的は、外国人美容師の国内就労を見据え、美容師免許の取得支援に加えて、

実践的な能力を身に付け、地域中核人材としての経験の蓄積を支援する外国人美容師育成

プログラムの開発・実証である。 

 

この事業目的の達成は、日本の業界ニーズに合わせた資質を発揮できる優秀な外国人美

容師の誕生により、国内における美容市場活性化、発展させ、かつ、日本の美容技術の国

際的な地位の向上に寄与することにつながる。また本事業成果は美容産業のみならず、わ

が国サービス産業全般にわたって、外国人留学生によるアウトバウンドモデルになる。 
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1 事業実施体制・概要 

1.1 事業実施体制 

本事業では、連携機関からその代表者格 1名を本事業の実施委員として輩出し「実施委員

会」を組織する。各実施委員は、「調査」、「開発」、「評価」の各分科会の 1つ以上に所属し

て事業を進める。各委員会おとび分科会の関係および各組織の役割は下図のとおりである。 
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1.2 協力者等 

機関名 実施委員 ア イ ウ エ 

ハリウッド美容専門学校 山中 祥弘 ◎ 〇 〇  

ハリウッド大学院大学 川島鋼太郎 〇 ◎  ◎ 

港区教育委員会 浦田 幹男 〇   〇 

港区産業・地域振興支援部 寺原真希子 〇   〇 

専門職高等教育質保証機構 川口 昭彦 〇   〇 

私立専門学校等評価研究機構 真崎 裕子 〇   〇 

東京都美容生活衛生同業組合 金内 光信 〇   〇 

日本パーマ協会 佐藤 友彦 〇   〇 

日本インバウンド連合会 中村 好明 〇   〇 

リクルート進学総研 三浦 勝寛 〇  ◎  

キュービーネットホールディングス 北野 泰男 〇 〇  〇 

サロン・ド・ユーウ 渡邊 雅美 〇 〇  〇 

柿本榮三美容室 柿本  哲 〇 〇  〇 

エム・エイチ・グループ 朱峰 玲子 〇 〇  〇 

ビューティシオン 芳賀 俊央 〇 〇  〇 

きくや美粧堂 増保 利行 〇 〇  〇 

ガモウ 蒲生 典子 〇 〇  〇 

その他（個人） 

張  芳茵 〇  〇  

蒋  曼文 〇  〇  

宋  姈優 〇  〇  

ヴ ホン ニュン 〇  〇  
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2 事業の目的・概要と背景 

2.1 事業の目的・概要 

外国人美容師育成プログラムの開発・実証事業は国家戦略特区制度の下で実現が有力視

されている、国内における外国人美容師の就労を見据え、外国人美容師育成のあり方を研究

し、その育成プログラムの開発・実証を行う事業である。 

現制度下では、外国人が美容師免許を取得することは可能であるが、在留資格を持たない

限り国内において美容師として就労できない。しかし、美容業界におけるインバウンド需要

への対応や日本の美容技術を海外に伝えるアウトバウンドの担い手として外国人美容師の

就労が期待されている現状を踏まえ、東京圏において国家戦略特区制度による規制緩和が、

今後実現される見通しである。 

本事業の目的は、外国人美容師の国内就労を見据え、美容師免許の取得支援に加えて、実

践的な能力を身につけ、地域中核人材としての経験の蓄積を支援する外国人美容師育成プ

ログラムを開発・実証することである。 

この事業目的の達成は、日本の業界ニーズに合わせた資質を発揮できる優秀な外国人美

容師の誕生により、国内における美容市場を活性化、発展させ、かつ、日本の美容技術の国

際的な地位の向上に寄与することにつながる。また、本事業成果は美容産業のみならず、わ

が国サービス産業全般にわたって、外国人留学生によるアウトバウンドモデルとなりうる。 

本事業の対象は外国人美容師を目指す外国人であり、美容師国家試験のクリアに加え、日

本の美容文化・生活文化等を深く理解できる資質の向上を目指す。同時に、日本の美容サロ

ンにおいて技術面で中心的な役割を担う実力を兼ね備えた人材の育成を目指す。 

 

2.2 本教育カリキュラム・プログラムが必要な背景 

本事業は、東京圏における国家戦略特区の申請により、近い将来、外国人美容師の国内に

おける就労が実現するとの認識が背景にある。ここでは、この認識も含め、本事業が企図す

る教育プログラム開発の必要性について、 

① 美容師の需給バランス 

② 外国人の美容就労意識 

③ クールジャパン戦略との整合性 

の各区分にしたがって説明する。 

2.2.1 美容師の需給バランス 

景気の波や人口構成の変化などの時系列的要因がある中、美容サロンの数は増えている
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（図 1 線グラフ）が、廃業件数も多く、少子化により若者のなり手が順調に増えているわけ

ではない。美容師免許の登録者数も増え続けているが（図 1）免許を取得しても、化粧品等

美容サロン以外の美容業界に従事する者が多いため、従業美容師数は登録者数の半分にも

満たない状況にある（図 1）。 

 

図 1 1美容師免許登録者数・従事者数、美容サロン数の推移 

 

また、美容サロンは零細の経営体が多く、従業者数が 5 人未満の施設が全体の 8 割近く

を占めており（図 2）、その大きな経営課題として後継者不足が認識されている（図 3）。美

容師を数百名単位で抱える大手美容サロンがひしめく東京都であっても、サロン数はコン

ビニよりも多く 2 万を超えており、その構図は全国的なものと変わらない。本校卒業生に

対する求人倍率も 20 倍を超えており、美容サロンにおいては慢性的な人材不足の状況にあ

り、このことも、国家戦略特区申請の一因となっている。 

 

1 図 1 厚生労働省、理容師美容師試験研修センター発表資料 
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図 2 2美容サロンの従業者規模別施設数の構成割合 

 

 

図 3 美容サロンの後継者の有無 

 

2.2.2 外国人の美容就労意識 

日本に留学する学生の数がこの数年大きく増加している。2008 年から 2018 年の 10 年間

の変化で見ると、高等教育機関全体では 124 千人から 209 千人に増え（69％増）、中でも専

門学校では 26 千人から 67 千人に増え（158％増）、その伸びは突出している。この伸びは、

具体的な技術の習得を目的とした留学の意思を感じさせる。 

 

2 図 2・図 3 厚生科学審議会生活衛生適正化分科会（平成 30 年 10 月 31 日）参考資料 
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図 43 留学生数の推移 

 

また、専門学校を卒業した留学生の多くは、日本での就職、進学を実現または希望してい

る（図 5）。このように、外国人留学生は、具体的な技術を習得した上で、日本で就労する

意識が高いことがうかがえ、国家戦略特区が実現すれば、外国人美容師は日本の美容サロン

業界の振興に大きく貢献するものと考えられる。 

 

図 5 4専門学校を卒業した留学生の進路（日本語科卒を除く） 

 

3 平成 30 年度外国人留学生在籍状況調査結果 

4 東京都専修学校各種学校協会ホームページより 
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本校で平成 26 年度に実施した調査においても、アジア諸国の美容学校に学ぶ多くの学生

が、自国以外の国で仕事をしてみたいとの希望を持っていることが明らかになった（図 6）。

このことも、外国人美容師の国内就労促進を裏付けるものとして注目できる。 

 

図 6 5どのように活躍したいか（対象は美容学校生）［国際比較］ 

 

2.2.3 クールジャパン戦略との整合性 

外国人美容師の就労を可能とする国家戦略特区に対する東京都の要望は、2018 年 8 月 27

日に開催された「国家戦略特別区域会議」 

https://www.kantei.go.jp/jp/singi/tiiki/kokusentoc/180827goudoukuikikaigi.html 

において提出された。この提案の中で、外国人美容師が就労することによって期待される効

果として、次のような内容が挙げられている。 

1. 法の矛盾の解消 

 

5 平成 26 年度文部科学省「成長分野等における中核的専門人材養成の戦略的推進事業」

「美容分野の専門人材の育成を支援する産学官連携コンソーシアムの組織」事業成果報告

書（学校法人メイ・ウシヤマ学園ハリウッドビューティ専門学校受託） 

https://www.kantei.go.jp/jp/singi/tiiki/kokusentoc/180827goudoukuikikaigi.html
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2. 日本の美容の高い思想・文化・技術の海外への移転と普及による国際貢献、海外へ

の日本文化の浸透、クールジャパン人材の受入れ、そして、海外での日本製美容商

材の需要拡大に貢献できるものと考える。 

3. 外国人との共生社会が実現するとともに、増加する外国人観光客の美容サービスイ

ンバウンド需要へのより円滑な対応が可能となり、需要拡大が期待できる。 

この提案の中で注目すべきは、外国人美容師の就労効果として、国内のみならずアウトバ

ウンド（海外展開）の視点も採り入れられていることである（上記の２）。すなわち、外国

人美容師を通して日本の美容技術が広く海外に伝わり、「クールジャパン」の観点からその

魅力を発信する効果があることを指摘している。そのことは当然、国際競争力の向上を目指

す国家成長戦略の政策にかなうものである。 

本事業は、このように国家戦略としても重要な位置づけにある政策を具体的に実践するも

のとして、絶好のタイミングで実施することになる。 
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3 開発する教育カリキュラム・プログラムの概要 

本校のように「美容師養成施設」として指定された学校では、「美容師養成施設指定規則」

（以下「規則」）に定められたカリキュラムに基づいた授業の実施が求められる。このカリ

キュラムにおいて、全学習時間は 2010 時間で、うち 1410 時間は「規則」に定められた必

須課目の学習が求められる。残り 600時間の選択課目の内容は各施設が自由に設定できる。 

上記は学習者の国籍に関係なく適用されるので、現状、外国人であっても美容師免許を所

得できるし、実際、本校に在籍した外国人で美容師免許を取得した者は 500 名を超えてい

る。しかし、その者たちの多くは出身国に帰国し、残りの者は国内において美容師免許と無

関係の職業に就いている。 

今後、国家戦略特区が適用され、美容師免許を取得した外国人が国内の美容サロン等で働

くとしたとき、その者たちが日本人美容師とともに、日本人顧客に施術することは初めての

出来事になるので、そのことを見据えたカリキュラムが必要である。 

 

3.1 全体設計 

 

下表は美容師養成施設指定規則に定められた美容師養成施設に実施が求められる課目の

一覧と、それぞれの科目の単位数・時間数である。 

 

表 1 美容師養成施設に実施が求められる課目 

区分 方法 課目 単位 時間 

必須 講義 関係法規・制度 1 30 

講義 衛生管理 3 90 

講義 保健 3 90 

講義 香粧品化学 2 60 

講義 文化論 2 60 

講義 美容技術理論 5 150 

講義 運営管理 1 30 

実習 美容実習 30 900 

選択 20 600 

合計 67 2010 

 

 本事業では、この表の「選択」課目を活用し、ここに、外国人美容師が履修するべき課目

を配することを考えた。選択課目は全部で 600 時間であるが、うち半数は既存の選択課目
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を配することとし、残りの半数、すなわち 300 時間を目安に、外国人美容師が履修すべき

課目の体系化を試みた。その結果は下図である。 

 

図 7 外国人美容師育成プログラムの全容 

 

太字部分（B および C）は選択課目の一部として正規カリキュラムの中に組み込む部分で

あることを意味する。太字でない部分（A およびD）は外国人留学生にとってオプショナル

な選択を意味する部分であることを意味する。A は入学前に履修することを前提としたも

ので、D は卒業後、就職する前に履修することをイメージしたものである。 

以下、A～Dの各階層を説明する。 

 

3.2 外国人美容師育成プログラムの構成 

3.2.1 就職前（生産性向上） 

図 7の Aの部分である。 

美容業界の技術的な１大テーマは、施術品質を一定以上に保った生産性向上である。特に、

パーマはどの美容サロンでも中心的な技術要素であり、その分野で標準的な技術を発揮す

ることは、外国人がわが国で美容師として生き残るために必須なことである。その意味から、

本事業では、いくつかの局面で標準的なパーマ技術を取り扱ったオンデマンド映像による

動画講義を実施することとした。 

中核 接遇 

技能 

経営 

就職前（生産性向上） 

外国人美容師

養成プログラム 

約 20h 

約 20h 

約20h 

約260h 

約20h 

特別 

美容文化 

美容用語 

約20h 

約20h 

A 

B 

C 

D 

B1 

B2 

B3 

C1 

C2 
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なお、本授業の外国人向け資料は、フルスペック、すなわち、シラバス（日中対応）、中

国語によるテロップあり、オンライン講座（Google Classroomを使用）、ルーブリックによ

る評価などを組み込んだものである。 

 

3.2.2 中核 

図 7の B の部分である。 

これは、美容師養成施設における選択課目の中で取り扱われることを意識した科目であ

り、全体 300 超時間の多くを占める位置づけにある。主に、講義科目として、「技能」「接

遇」「経営」の３つに分類した。 

１） 技能 

技術的な側面で美容師にとって実践的な要素を取り扱ったものである。 

２） 接遇 

美容サロンに来る客と接するという意味で実践的な要素を取り扱ったものである。 

３） 経営 

美容サロンの経営に携わるという意味で実践的な要素を取り扱ったものである。美容師

養成施設で必須となる「運営管理」課目にプラスアルファする内容となっている。 

 

3.2.3 特別 

図 7 の C の部分である。B と同様、美容師養成施設における選択課目として位置付けら

れる部分である。 

外国人美容師を特に意識したとき、特に、外国人が理解しにくいと思われるわが国の美容

文化の発展経緯に対する理解を助長する必要性が高いと思われる。また、わが国で用いられ

る美容用語の多くは英語由来の外来語であり、漢字文化には抵抗を示さない中国語圏の学

生にとって、また、わが国の学生にとって理解しにくい側面がある。これらの分野を意識し

た「特別」な選択課目として、「美容文化論」「主要用語日中対照」を設けることにした。 

 

3.2.4 入学前（日本語能力向上） 

図 7の Dの部分である。 

 外国人が専門学校に入学するには、一般的に、日本語能力試験（国際交流基金、日本国際

教育支援協会の共催）の 2 級（いわゆる、N2）に相当する日本語能力が必要である。ただ

し、これは専門学校に入学する必須の条件ではなく、美容サロンでかわされる、客と美容師

の日本語会話に実践的に特化した日本語能力に絞って講義することとした。 
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 なお、次の表は、各段階における実証講座の開発経緯を示すワークシートのコピーである。

以下の説明では、この表の実証講座「タイトル」で課目名を表すこととする。 

 

表 2 カリキュラムと実証講座を対照させたワークシート 
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4 課目の開発 

 

4.1 シラバスの作成 

4.1.1 クレーム対応 

 今回の開発事業の中で検討した「中核」（図 7の B の部分）全体の内容構想（シラバスに

相当）を以下に示す。本プログラムの中で実証講座として実施するのは、※を付した部分で

ある。 

 

１） 技能領域 

ID 区分 時間数 内容 

GR01 理論 30min 備品準備（カット/パーマ/カラー/トリートメント）／HO 

→営業の流れをスムースに進める一般的な準備物内容 

GR02 理論 15min アシスタントのセイフティーテクニック／HO 

→安全意識を持たせ、安全なアシスタントヘルプ技術を教える 

GJ01 実技 50 min 

＋α 

（20min＋10min×3 回＋相モデルテスト） 

タオルセッティング 

→クロスをかける前のタオル掛けの準備 

GJ02 実技 50 min 

＋α 

（20min＋10min×3 回＋相モデルテスト） 

クロスセッティング 

→カット､カラー､パーマクロスなど、各クロス掛けの際の技術 

GJ03 実技 180 min 

＋α 

（20min＋20min×8 回＋モデルテスト） 

マッサージ ／HO  

GJ04 実技 510 min 

＋α 

（60min＋30min×15 回＋モデルテスト） 

シャンプーテクニック ／HO  

→お濡らし/地肌のこすり方/お湯のさばき方（湯が飛び散らな

い）/お湯のため方/泡立て方/濯ぎ 

GJ05 実技 70min 

＋α 

（20min＋10min×5 回＋ウィッグ全頭テスト） 

カラーリタッチ/リタッチ 

→入店後、アシスタントへの施術需要が多く、すぐに役立つ技

術 

GJ06 実技 220min 

＋α 

（20min＋20min×10 回＋相モデルテスト） 

ハンドブロー  
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２） 接遇領域 

ID 区分 時間数 内容 

SR01 理論 20min 今、日本水準で求められているサービスとは（マニュアルを越

えたところに感動がある） ／HO 

→とても高いサービスの質を求める日本人を、満足させること

ができるレベルの理解と実践の指針 

SR02 理論 20min アシスタントの責任：100 マイナス＝0/サティスファクション

グラフ ／HO 

→顧客は「アシスタントだから」と割り引いて考えてはくれな

い/先輩と同じ従業員の質を求められる 

SR03 理論 20min 誉め言葉を使いこなそう ／HO 

→人のいいところをすぐに気づけ、表言できることは優れた美

容師の要素 

SR04 理論 20min アプローチ会話の分類とサロン内で話してはいけない話題 

／HO 

→顧客の年代によって会話しやすい話題を知る 

SR05 理論 20min 場面ごとに変わるお客様心理 ／HO 

→場面ごとの顧客心理を読んで行動できるのがプロ 

SR06 理論 20min 放置時間の気配り ／HO 

→顧客がウェイティングタイムのときのほったらかさないア

シスタントの気配り、気配り行動・声がけ 

SR07 理論 30min クリンリネス（整理・整頓・清掃） ／HO 

→場面によって変化する具体的清掃行動 

① 備品の収納場所を覚える 

② 各備品の洗い方・かたずけ方 

③ 開店準備 

④ 営業中の清掃 

⑤ 閉店時の清掃 

SR08 理論 60min 基本接客技術 

身だしなみ（清潔と清潔感の違い）/接客用語/敬語・尊敬語・

丁寧語・クッション言葉/お声がけの場面とおかけする言葉 ／

HO  

SR09 理論 20min 応用接客技術 

読んでいただく雑誌の種類と渡し方 ／HO 

→どのような年代にどのような雑誌をお渡しすることが喜ば
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れるか、どうお渡しするか 

SJ01 実技 130min （30min＋20min×5 回） 

発声/正しい姿勢/お辞儀/笑顔/ブランケットのかけ方 

SJ02 実技 45min （15min＋10min×3 回） 

導線誘導 入店時・退店時の上着・荷物のお預かり方、渡し方 

SJ03 実技 110min （10min＋20min×5 回） 

導線誘導 ／HO 

→フロント⇒待合⇒セット面→シャンプーブース⇒セット面

⇒フロント 

SJ04 実技 110 min （10min＋20min×5 回） 

電話応対と注意点 予約と記録 ／HO 

SJ05 実技 70 min （10min＋20min×3 回） 

電話応対と注意点 各種問合せ ／HO 

担当者出勤状況、店へのアクセス案内、物販品の注文 

SJ06 実技 70 min  （10min＋20min×3 回） 

電話応対と注意点 呼び出し ／HO  

SJ07 実技 70 min  （10min＋20min×3 回） 

電話応対と注意点 クレーム対応（一次対応のみ） ／HO  

SR10 理論 30min  フロント業務 フロント周りのクリンリネス（開店準備・営業

中・閉店準備）、カルテ管理 ／HO  

SJ08 実技 130min  （30min＋20min×5 回） 

フロント業務 ご来店時対応（アポイント・施術・指名・時間

確認）、各種サロン内サービス説明（事例を挙げて）、業務伝達、

料金説明、金銭授受＆管理 ／HO  

※ 

SJ09 

 

実技 

 

120min  

 

（20min＋20min×5 回） 

フロント業務 フロントにおけるクレームの種類と処理方法

（一次対応のみ） ／HO  

 

３） 経営領域 

ID 区分 時間数 内容 

KR01 理論 30min 現在の日本の美容界の実情（少子高齢化・美容室過飽和・入店

3 年後のドロップアウトデータ等諸々） ／PP 

→日本の美容界の現状を知らなければ、なぜ？どうして？と疑

問が生じ理解できない。 

KR02 理論 30min 社会人と学生の違い ／HO 
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→学生生活しか経験していない者が社会に出るにあたって、わ

きまえておくこと 

KR03 理論 30min 美容室の従業員間のつながり：上司と部下、先輩と後輩の違い 

KR04 理論 30min 何のために仕事をするのか 

→目の前の仕事の向こう側にあるもの/仕事の本質 

KR05 理論 15min プロの定義 ／HO 

→どのような考え方をもって仕事ができる・できた実績がある

人がプロと言えるのかを解説 

KR06 理論 15min 仕事によって得られる報酬の種類と価値 ／HO 

→仕事に関する日本的価値観と、欧米的価値観の対比により自

分が何に価値を見出すか？ 

KR07 理論 10min 自分からコミュニケーションをとれる人になろう！なぜか？ 

→自分から年上とのコミュニケーションが取れることによる

メリットを理解する 

KR08 理論 15min 職場の世界での考え方とは？ ／HO 

→家庭の「情の世界」と職場の「論理の世界」の違い/愛情物語 

KR09 理論 15min サービス業とは美容業とは、美容室のサービスとは ／HO 

→美容業に限らず、サービス業における不変的サービス 16 項

目 

KR10 理論 15min 挨拶の効用 ／HO 

→挨拶することの意味・価値・理由 

KR11 理論 20min 時間厳守の意味 ／HO 

→時間を守ることの意味・価値・理由 

KR12 理論 15min 職場におけるコミュニケーション：報告/連絡/相談 ／HO 

KR13 理論 10 min 常にトップを目指す 

→向上志向にシフトする 

KR14 理論 15 min 上達の法則：努力直線・向上曲線 ／HO 

→技術の上達には法則がある。日々の努力は見えないが 1年後

には必ず顕在化する。これらの法則を知れば不安や動揺が抑え

られたり、自分を信じる気になるはず。 

KR15 理論 15 min  サロンのハウスルールとマナー・礼儀 ／HO  

→日本の仕事上の文化・価値観・考え方を受け入れ、実践する

ことが日本で活躍できるポイント。 

KR16 理論 30 min  就職後に起きやすい悩みと解決法 ／HO  

→入店後、起こりうる“壁”を想定し、どう対処するか 

KR17 理論 15min  問題解決の考え方  
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→起こりがちなサロン内の人間関係のトラブル時の考え方 

KR18 理論 20min アシスタントがサロンの流れを作る：スーパーアシスタントの

視点 ／HO 

→上司から指示を受けなければ動かないのではなく、自分から

能動的に動ける視点の持ち方 

※ 

KR19 

 

理論 

 

180min  

 

外国人が狙われやすいクレーム＆トラブルへの対応：具体的方

法/契約自由の原則について ／HO  

→モンスタークレーマーから外国人が標的にされることを危

惧する。隙を見せない防御法の習得はマスト。 

KR20 理論 20min  カルテ記入と管理の注意点 ／HO  

→アシスタントはサロンによって施術内容をカルテに記入す

ることが業務になることがある。サロン内で最も重要な個人情

報であるカルテの取り扱いを教えておくことは重要である。 

KR21 理論 50min  各管理の仕事（小口/スタッフ/顧客/商品/技術/営業） ／HO  

→今、従業員に昔であれば店長またはオーナーが行っていたア

シスタントはサロンによって施術内容をカルテに記入するこ

とが業務になることがある。サロン内で最も重要な個人情報で

あるカルテの取り扱いを教えておくことは重要である。 

KR22 理論 60min キャリアプランニング（ゴール目標/1 年後・3 年後・5 年後） 

／HO 

→最長、日本の美容業に携わる外国人が、5 年後の帰国時点で

の自分の仕事の到達目標を決める。日本にいる間の、1 年後、3

年後、5 年後の目標設定を行う。まずゴールを決め、そこから

現在にさかのぼって考える。 

KR23 理論 30min 朝礼と終礼の意味 ／HO 

→実施する意味をきちんと理解し、業務に活かす発想を持たせ

る。 

KR24 理論 20min 個人情報の取り扱い ／HO 

→カルテを中心にした個人情報の管理意識を持たせる。 

KR25 理論 90min 就職活動全般について（この項目は 1 年生の新年 1 月から 3 月

末までには終了しておく） ／HO 

① 日本のサロンを大別すると… 

② サロン選びの考え方と方法（自分にとって価値あるサロン

とは） 

③ 情報からのサロンの見極め方（サロンマッチングシート） 
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④ サロン見学の準備とサロンのチェックポイント 

⑤ 面接のとき、自分からサロンを面接しよう 

⑥ 面接で高評価を得るには？ 

→面接者はどんなことを考えているか？どんな人材を欲し

がるか？ 

⑦ 面接に落ちやすい人のポイント 

⑧ 面接に落ちたときの気持ちの持ち方 

 

4.1.2 美容文化論 

 世界と日本の美容の歴史（ヘア・メイク・ファッション）を紐解き、その時代に活躍した

ファッションリーダーの生き方を紹介する。 

第 1講 古代から中世／クレオパトラ／DVD ルーブル／美と健康のレシピ 

第 2講 中世からルネッサンス／エリザベス 1世／美と健康のレシピ 

第 3講 17世紀から 18 世紀／マリアテレジア マリーアントワネット／IZANAGI 

第 4講 18世紀末から 20世紀／ジョゼフィーヌ／元気が出る美健食／IZANAGI 

第 5講 日本の文化 古代 縄文／卑弥呼／元気が出る美健食 

第 6講 日本 十二単 かつら／紫式部／元気が出る美健食 

第 7講 着付け 

第 8講 牛山清人の世界 

第 9講 メイ牛山の世界 

第 10 講 美容気功 

第 11 講 日本の芸能 歌舞伎 宝塚 

第 12 講 世界の美容の現状 

第 13 講 アジアの美容 

第 14 講 日本の近世 江戸時代から現代 

第 15 講 健康ジュースの作り方 

 

4.1.3 主要用語日中対照 

 ここでは、分野ごとに取り上げた主要用語の一覧を掲載する。 

 

１） パーマ、カラー技術編 

No. 用語 中国語 

1 アクセント 强调，重点，突出 
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2 アップシェーピング 向上梳理 

3 アプリケーター 涂抹器 

4 アメリカピン 发（卡）夹（固定用） 

5 アルカリ剤 碱化剂 

6 アルカリ性タイプカラー 碱性酸化染膏 

7 アルミホイル 锡纸 

8 イヤーガード 耳套 

9 インサイド 内侧 

10 ウィービング 染发时从薄薄的发片中挑出发束 

11 ウェーブ 波浪，波纹 

12 エンドペーパー 压发稍的纸（卷发时用） 

13 オールウエーブ 全头波纹 

14 オニピン U 形(卡)夹 

15 オフベース 超出基准 

16 オンベース 基准以内 

17 カーブ 弯曲，曲线 

18 カリウム 钾元素 

19 キューティクル 角质层 

20 クーリング 冷却 

21 クロッキノールカール 发束绕在食指上做出的卷 

22 コーミング 梳理头发 

23 コーム 尖尾梳 

24 コームアクション 梳子的梳理动作 

25 コームスル― 慢慢轻轻梳理梳通头发 

26 コームのテール 尖尾梳子的后端尾部 

27 コールドウエーブ 冷烫 

28 サイト 耳前两侧 

29 シェーピング 梳理发片达到同一方向和张力 

30 シスチン 胱氨酸 

31 スカルプチュアカール 手推波浪（纹） 

32 スケルトンブラシ 排骨梳 

33 スタイリング 造型 

34 ステム 
烫发时发根与卷或波浪开始区间的位置（发根 1cm

长的区间） 

35 ストランド 拇指和食指拉住发束(起稳定作用) 
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36 ストレート 直，顺直 

37 スライシング 提取发片的操作（染发用语） 

38 スライド 滑动 

39 ダウンシェーピング 向下梳理 

40 ダックカールクリップ 剪发用大发夹 

41 テンション 张力 

42 トップ 头顶区 

43 ナトリウム 钠元素 

44 ネープ 后脑两侧发际区域 

45 ネープセンター 后脑中央下区发际区域 

46 ノ―パート 不发缝发型 

47 バージンヘア 处女发（没有被染烫处理过的头发） 

48 ハーフラエンドブラシ 九排梳 

49 パーマネントウェービング 永久烫发造型 

50 バックサイト 后脑两侧区(两耳后上侧) 

51 バックセンター 后脑中央区 

52 パッチテスト 皮试 

53 バリエーション 变化，变奏曲 

54 ハンドドライヤー 手持吹风机 

55 ピ二ング 用发卡别住 

56 フィンガーウエーブ 手推波浪 

57 ブリーチ 漂色，退色 

58 ブロードライスタイリング 吹风造型 

59 ブロッキング 分成几个小区块 

60 ブロック 区域，区块 

61 プロテクト 保护，防护 

62 フロント 头前区 

63 ヘアカーリング 用发卡做卷 

64 ヘアセッティング 头发设计 

65 ベース 基准，基础，基本，根基 

66 ホイルワーク 锡纸染发 

67 ボリューム 蓬松，体量，体积 

68 ムーブメント 移动，转动 

69 メイポールカール 拧转发束用发卡固定做出卷 

70 毛髪のレベル 毛发亮度（明度） 
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71 ラッピング 包装 

72 ラリアットカール 发际周围短发的卡子卷 

73 リッジ 山脊，立体感发丝 

74 リフトカール 发根立起卡子卷 

75 ループ 圈，环 

76 ローラー 发卷（做大卷用的发卷） 

77 ローラーカーリング 做大卷 

78 ロールブラシ 滚梳 

79 ロッド 卷杠 

80 ワインデング 用卷杠卷头发 

81 輪ゴム 圆形皮筋 

 

２） カット、仕上げ技術編 

No. 用語 中国語 

1 アイロンセッティング 电棒造型 

2 アウトライン 外轮廓 

3 アクセント 重点，强调突出 

4 アシンメトリー 左右非对称 

5 アッシュ系 灰色系 

6 アップ·ステム·カール 向上柱状的卷 

7 アップスタイル 盘发造型 

8 アレンジ 改编，安排 

9 アンサンブル 统一的效果，调和 

10 アンダーセクション 底区（头发上下两区） 

11 アンバランス 不平衡 

12 イヤーツーイヤー 耳对耳连线 

13 イレギュラー 不规则，随意 

14 インナーグラデーション 内侧是低层次 

15 インナーセ二ング 内侧削薄 

16 インナーレイヤー 内侧是高层次 

17 ウィッグ 教习头 

18 ウエイト 量感 

19 ウェイトカット 湿剪 



22 

 

20 ウオーターフォ－ルヘア 编发的一种，向瀑布一样 

21 ウォーム系 暖色系 

22 ウルフカット 顶区底层次圆润，底区脖劲周围高层次碎发的修剪 

23 エアウェーブ 空气大波浪发型 

24 エクステ 接发 

25 エフェクトカット 质感修剪的一种，剪刀在发丝内上下晃动的方法 

26 エレベーションカット 低层次修剪的一种≥45°逐渐变换角度的修剪方法 

27 オールバック 头发向后（梳） 

28 オンベース 对头皮 90°提拉区域发束 

29 カーリーヘア 多卷式发型 

30 カールステム 发根与发杆之间没有卷的部分 

31 ガイドセクション 引导线的区域 

32 ガイドライン 引导线的线条轮廓 

33 カットライン 修剪后的线条轮廓 

34 キューティクル 角质层（毛表皮） 

35 キュート 轻便时髦漂亮逗人喜欢 

36 クール系 冷色系 

37 グラデーション 底层次,渐增层次,地面成≤45° 

38 グラデーションスタイル 低层次发型 

39 グラデーションゾーン 底层次修剪区域(范围) 

40 クランプ 支架 

41 コーナー 角 

42 ゴールデンポイント 黄金点 

43 コンディショナー 保湿护理剂（护发素） 

44 コントラスト 反差对比（突出强调） 

45 サイドシャンプー 侧洗头（操作人员的洗头体位） 

46 サイドセクション 侧区 

47 サイドパート 侧分缝，2:8,3:7.4:6 比例 

48 シェープ 向一个方向梳头发(梳理) 

49 シザース 剪刀 

50 シャギー 用削刀或削薄剪向发稍方向去发量 

51 シャギーカット 向发稍方向去发量同时修剪发型 

52 シャギースタイル 发稍轻飘的造型 

53 シャギーボブ 碎发鲍勃 
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54 ショート 短发 

55 シルエット 轮廓外形剪影 

56 シンメトリー 左右对称 

57 シ二ョン 西式女发髻 

58 スーパーロング 超长发 

59 すき毛 盘发用的假发垫 

60 すすぎ 冲水清洗 

61 スタイル 造型 

62 ストリートアイロン 直板夹 

63 ストロークカット 划动修剪（质感修剪的一种） 

64 スライス 薄薄的发片 

65 スライドカット 滑剪（从发干向发梢方向） 

66 セイムレングスカット 均等层次修剪,头皮成 90°提拉 

67 セミディ 短中发与中长发之间长度的发长 

68 セミロング 肩膀以下 5-8cm 中长发 

69 センターライン 头发左右均分的中央线 

70 セ二ング 削薄去发量 

71 セ二ングカット 削薄剪 

72 ソフトカール 柔和大卷（花） 

73 タオルターバン 毛巾帽 

74 タオルドライイング 毛巾擦干头发方式 

75 縦スライス 竖取发片 

76 チェックカット 检查修剪 

77 チョップカット 雕刻剪， 

78 ツーブロック 二分区法(上下区，顶区底区) 

79 テーパーカット 发稍圆润轻柔曲线（修剪） 

80 テクニック 技巧技艺手法 

81 トップ 顶前部 

82 トップセクション 顶区 

83 トリートメント 营养焗油（头发修补） 

84 トリミングカット 检查剪（剪切线修复检查时） 

85 ネープ 后脖颈发际线以上几厘米的部分 

86 ネープセクション 后脖颈以上部分的区域 

87 ノーマル 标准正常的 

88 パート 分缝的部位；中缝；3,7 分缝 
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89 ハーモニー 调和，融合 

90 ハイライト 高光挑染 

91 生え際 发际线 

92 パターン 类型，型 

93 バックシャンプー 后洗头 

94 バックセクション 后区 

95 バックセクション 两耳后脑中间区域 

96 パネル 区块的发束(片) 

97 バリエーション 变换，变化，变奏曲 

98 バング 刘海 

99 フィット 适合，相配 

100 フェイスライン 脸颊外轮廓线 

101 ブラッシング 梳理 

102 ブラントカット 平钝，基础修剪（轮廓剪） 

103 
フルカラー 

（フルヘッド、ワンメイク） 
从发根到发稍染同一颜色 

104 ブロッキング 分区 

105 プロポーション 比率 

106 フロントセクション 前头顶区 

107 ヘアウエービング 手推波纹 

108 ヘアカーリング 用卡子做卷或波纹 

109 ヘアｶｯﾃｨﾝｸﾞ 剪发操作 

110 ヘアシェーピング 梳理发片 

111 ヘアパーティング 分发缝 

112 ヘアピース 假发片 

113 ヘアマニキュア 酸性染发剂 

114 ホイルワーク 锡纸染 

115 ポインティングカット 发梢刻剪（质感修剪） 

116 ぼんのくぼ（盆の窪） 
后脑勺到脖子后面 

稍微凹陷的部位 

117 ミディアム 肩膀左右长度的短中发 

118 リズム 节奏，韵律，秩序 

119 リタッチ 染发根 

120 レイヤーカット 层次修剪≥90° 

121 レイヤーカット 层次修剪≥90° 
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122 レイヤーゾーン 层次修剪区域(范围) 

123 レザーカット 削刀修剪 

124 レザーカット 削刀 

125 レングス 长度（头发） 

126 ローラーカーリング 用空芯卷做大卷 

127 ローライト 底光挑染 

128 ロング 长发 

129 ワンレングスカット 直线修剪 

130 ワンレングスボブ 直线短发（鲍渤） 

 

３） 美容道具材料商品編 

No. 用語 中国語 

1 アプリケーター 操作瓶 

2 アメリカピン 发卡子 

3 アロマテラピー 芳香疗法（香薰） 

4 上履き 室内脱鞋 

5 オニピン 中号 U 型卡 

6 クランプ 教习头支架 

7 クリッパー 电推子 

8 クリップ 发夹 

9 毛ピン 细软小 U 型卡 

10 コーム 剪发梳 

11 コットン 化妆棉 

12 コンディショナー 保湿护发素 

13 シザーズ 剪刀 

14 シャンプーボウル 洗发槽（池） 

15 ジャンボコーム 宽齿梳 

16 シルエット 轮廓，剪影 

17 スキャルプトリートメント 头皮护理 

18 スケルトンブラシ 排骨梳 

19 スタイリングスプレー 造型喷雾 

20 スタンドドライヤー 台式大风筒 

21 ステンレスピン 银色钢卡 

22 ストレートアイロン 直板电夹棒 

23 スペアペーパー 抽纸 
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24 スモールピン 小发卡 

25 セカンドシャンプー 两次洗头 

26 セットローション 造型用透明粘稠乳液 

27 セ二ングシザーズ 削薄剪 

28 ターバン 汤头时用的缠头巾 

29 ダックカールクリップ 鸭嘴夹 

30 テクスチャー 触感视觉（感触） 

31 トリートメント 
修复功能的焗油 

护发素 

32 ネジピン 大号 U 型卡 

33 ハーフラウンドブラシ 九排梳 

34 パンクスタイル 朋克发型 

35 ビニールキャップ 塑料浴帽 

36 ファーストシャンプー 一次洗发 

37 ブラシ 刷子 

38 フリーピン  

39 ヘアアイロン 电棒 

40 ヘアアクセサリー 头发装饰品（头饰） 

41 ヘアスチーマー 焗油机 

42 ヘアダイエプロン 染发 围裙 

43 ヘアダイクロス 染发用围布 

44 ヘアドライヤー 吹风筒 

45 ペーパーハウス 放烫发纸的抽盒 

46 ヘッドスパ 头皮 SPA 

47 メカニズム 
结构， 

事物的组成 

48 ラットテールコーム 尖尾梳 

49 リラクセーション 疏解解压放松 

50 レザー 削刀 

51 レザー 削刀 

52 ローラー 做大花用的卷 

53 ロッド 卷杠 

54 ロットケース 卷杠盒 

55 ワクス 蜡 

56 ワッフルアイロン 波浪电夹棒 
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４） 経営接遇用語編 

No. 用語 中国語 

1 アウトバウンド 发信息吸引客户 

2 アカウンタビリティ 说明责任（义务） 

3 アドバイス 建议忠告 

4 イベント 举行（庆祝）活动 

5 イメージ 印象，形象 

6 インターフェイス 界面，分界点（窗口） 

7 インバウンド 客户主动进来 

8 インパクト 冲击，影响，冲撞 

9 オプション 选择权 

10 カウンセリング 咨询，沟通，问诊 

11 キャリアプラン 职业规划 

12 キャンペーン 促销宣传活动 

13 クオリティ 品质质量身份才能 

14 クオリティのばらつき 品质偏差（参差不齐） 

15 くつろぎ 放松 

16 クレーマー 找茬儿 

17 クレーム 索赔，赔偿损失 

18 コスト管理 成本管理 

19 コミュニケーション 交流，沟通 

20 コンセプト 思想观念观点 

21 コントロール 管控，支配，调节，控制 

22 コンプライアンス 合规 

23 サーキュレーター 空气循环器 

24 サポート 支援帮助 

25 資金繰り 资金周转 

26 親しみ 亲近亲密接近 

27 ジャンク 没价值，废品 

28 ジョブローテーション 轮岗（职务轮换） 

29 スムーズ 流畅，顺畅 

30 セクシャルハラスメント 性骚扰 

31 ターゲット顧客 目标客户 
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32 台無しに 作践，糟蹋，白费 

33 タイミング 时机，适合的，机遇 

34 ダイレクトアプローチ 直接方法 

35 タウン 城市 

36 チームワーク 团队组织，小组 

37 チェックリスト 检查核对表，清单， 

38 チャレンジ 挑战 

39 繋ぎ止める 维系，拴住 

40 データ 数据 

41 トラブル 矛盾纠纷 

42 トレーニング 训练，锻炼 

43 ニーズ 需求，要求 

44 パートナー 合作伙伴 

45 ハラスメント 骚扰，折磨 

46 バリュー 价值 

47 ヒアリング 听取意见 

48 ファーストインプレッション 第一印象 

49 ファッショナブル 流行的，时髦，时兴的 

50 フィードバック 反馈 

51 フォローアップ 跟踪靠近 

52 ブループリント 蓝图 

53 フレックスタイム 弹性时间 

54 フレンドリー 友好的 

55 プロジェクトチーム 企划团队 

56 プロモーション 宣传，促销，推销 

57 ベテラン 老手，老练的人 

58 ポータルサイト 门户网站（官网） 

59 マーケットリサーチ 市场调研（调查） 

60 マーケティング 市场营销 

61 マニョキュア 手册，指南 

62 マネージャー 经理 

63 ミックス 混合，合为一体 

64 メリハリ 张弛有度 

65 もたらし（す） 带来 

66 ユニフォーム 制服 



29 

 

67 リース料 长期租赁费 

68 リーダーシップ 领导能力 

69 リスク 风险，危险 

70 リピート率 回头率 

71 リラックス 放松轻松舒缓，松弛 

72 レクリエーション 休养，消遣，娱乐（活动） 

73 ロールプレイング 角色扮演 

 

4.1.4 日本語美容会話 

授業の

概要と

方法 

本講座は、美容師免許取得と美容師としての職業生活を目指す外国人学生を

対象に、日本語能力試験N2～N1 の合格を目指すことも視野に、美容室等で

想定される実践的な日本語会話を通し、主に「聴く」「話す」能力を向上させ

ることで、職業生活を円滑に遂行できる日本語能力を身に付けさせる。 

授業の

達成目

標 

・美容室等で日本語による職業上の会話が円滑にできるようになる。 

・自学自習による受験勉強を前提に、日本語検定試験N1 レベルに合格す

る。 

授業の内容と計画 

第 1講 『オリエンテーション（講座の目標・概要・進め方・日本語能力試験をめざ

すための勉強方法等）』 

 本講座の目標・概要・進め方（会話だけでは補えないロールプレイなどの

援用）、及び日本語能力試験を目指す場合の勉強の仕方・参考図書・自学自習

に対する指導についてガイダンスを行う。また、本講座学習者の学習段階か

ら、以下の会話場面で、学習者は美容室アシスタントとして働く者であると

する。 

第 2講 『電話応対等（予約受付・予約変更・ネット予約等の対応）』 ※電話・ネッ

ト会話 

 電話による予約受付やお客様との応答を中心に実践的会話練習を行う。併

せて、現在、インターネット等による予約受付も広く普及している状況か

ら、ネット上での受付やお客様との応答も想定し、模擬実習又はワークシー

ト上での”ネット会話”練習も実習する。     

第 3講 『開店準備（店内清掃整頓、機材・用具・薬品等の準備、店の打ち合わせ）』

※店長・同僚との会話 

 日常的なある日の開店前美容室の清掃整頓、機材・用具・薬品等の点検準

備の場面を想定し、店長や先輩、同僚との模擬会話を練習する。 
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第 4講 『お客様を迎える①（受付での対応・待合席でのおもてなし（手荷物・貴重

品・おしぼり・飲み物等の対応））』 ※お客様及び同僚等との会話  

 お客様を迎える際、受付において想定される対応について、会話を挟みな

がら練習する。お客様に対する応対・おもてなしは、必ずしも会話だけでで

きるものではないので、ロールプレイなども取り入れ、実演＋会話でより実

践的な授業を行う。 

第 5講 『お客様を迎える②（担当ヘアスタイリストへの連絡と指示を受ける・お客

様を席に案内する・スタイリングに入るための準備）』 ※お客様及びヘアス

タイリスト等との会話 

 受付が終わり、お客様を美容席に案内し、施術のための準備をする場面を

想定、ヘアスタイリストのアシスタントとしての動きの中での会話の練習を

行う。現実場面では、会話などしている暇はなく、目配せなどで意思疎通を

図る場面であろうが、会話の練習として、あえて声を出して意思疎通する場

面に置き換えて練習する。 

【練習問題】２～３人のグループに分れ、練習問題の会話文（会話文は全文

指導者が提示）について、グループごとに役割を決め、ロールプレイによる

会話練習を行う。 

第 6講 『スタイリング中のアシスタント①（シャンプー①・カットの場面）』                       

※先輩スタイリストや同僚との会話・お客様との会話 

 最初のシャンプー及びカット場面を想定しての会話練習を行う。ここで

も、実際の場面は会話は多くないであろうが、目配り場面もあえて声に出し

会話文として練習する。また、見習い美容師である外国人美容師が、この段

階で客様と会話をすることは少ないであろうが、将来の会話の練習を想定

し、お客様とヘアスタイリストとのスタイリング上の会話やコミュニケーシ

ョンとしての世間話なども設定し進める。 

第 7講 『スタイリング中のアシスタント②（カラーリング・シャンプー②・トリー

トメントの場面）』※先輩スタイリストや同僚との会話・お客様との会話 

 カラーリング、２回目のシャンプー及びトリートメント場面を想定しての

会話練習を行う。ここでも、実際の場面は会話は多くないであろうが、目配

り場面もあえて声に出し会話文として練習する。また第６講と同様に、将来

の会話の練習を想定し、お客様とヘアスタイリストとのスタイリング上の会

話やコミュニケーションとしての世間話なども設定し進める。 

第 8講 『スタイリング中のアシスタント③（セットアップ（パーマ/ドライ/仕上

げ）の場面）』 ※先輩スタイリストや同僚との会話・お客様との会話カラー

リング 
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 パーマ・ドライ・仕上げ場面を想定しての会話練習を行う。ここでも、実

際の場面は会話は多くないであろうが、目配り場面もあえて声に出し会話文

として練習する。また第６講と同様に、将来の会話の練習を想定し、お客様

とヘアスタイリストとのスタイリング上の会話やコミュニケーションとして

の世間話なども設定する。 

【練習問題】２～３人のグループに分れ、練習問題の会話文（断続的にに会

話が挿入されている問題）について、グループごとに抜けている会話を補

い、完成させた全文に対して、役割を決め、ロールプレイによる会話練習を

行う。 

第 9講 『お客様のアフタケア（評価を伺う・会計・身支度手伝い（上着・手荷物・

貴重品・忘れ物確認等）』 ※お客様との会話 

 施術が終わり、受付での会計場面を想定した会話練習を行う。会計と同時

に、お客に出来栄えの評価を（会話の上でさりげなく）いただくことや、お

客様の身支度のお手伝い、貴重品や手荷物、忘れ物の確認など、短時間に多

くのことに気を配ることを会話と共に学ぶ。 

第 10 講 『お客様を見送る（新規情報 PR・次回予約のお願い等）』『まとめ』 ※お客

様との会話 

 お客様をお見送りする場面での会話練習を行う。店の PR や次回予約のお

願いなど、さりげない会話の中にも、次につながるサービスの要素をつかめ

るような会話練習する。お客様が周辺での食事やショッピング、見物などし

たい場合や帰りの交通機関の問い合わせなど、日常的に想定される会話も挟

み、できるだけ実際に近くかつ多様な会話練習ができるようにする。まとめ

として、講座を振り返り、要所要所ポイントとなる会話文、定型的な敬語の

使い方、今後の会話の学び方などを確認する。 

【実践問題】２～３人のグループに分れ、実践問題（場面・登場人物・キー

ワード・キーセンテンス等のみ指定）に対して、全会話文を作成し、役割を

決め、ロールプレイによる実践練習を行う。 

 

（日本語美容会話シラバス －繁体字－） 

課程 

概要和

方法 

本講座以取得美髮師資格並以美髮師做為職業的外國留學生為對象，以日語能

力考試 N2～N1的為水平，在美髮沙龍現實工作當中經常使用的日語會話主要通

過提高“聽”“說”能力讓學生掌握能順利完成職場生活的日語能力。 

課程 

目標 

・在美髮沙龍等地方可以熟練的使用日語進行職場上的交流。 

・以自學考試為前提，通過日語能力檢定 N1考試。 
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教學內容和計劃 

第一講 【定向教育(講座的目標、概要、推進方法、以日語能力考試為目標的學習方法

等）】 

本講座的目標、概要、推進方法（僅靠會話無法彌補的角色扮演等形式引用），以

及以日語能力考試為目標的學習方法、參考圖書、對自學考試等進行個性化指導。

另外本講座是根據學員的實習階段逐漸展開，在以下對話場景是學員作為美髮沙

龍助理的崗位進行實戰演練的。 

第二講 【接電話等（預約受理、預約變更、網絡預約等的對應）】※電話、網絡會話 

以電話預約受理和與客人的應答為中心進行實踐性會話練習。同時，現在由於

互聯網等的預約受理也廣泛普及的狀況，設想在網上的受理和與客人的應答做

模擬訓練，或者工作表上的“網絡會話”練習與訓練。 

第三講 【開店準備（店內清掃整頓、器材、用具、藥品等的準備、店鋪情況溝通）】 

※和店長、同事的對話 

在日常的某一天開店前，設想了美髮沙龍的清掃整頓、器材、用具、藥品等檢

查準備的場面，與店長、前輩、同事的模擬對話練習。 

第四講 【迎接客人的①（接待處的應對・在等候席的接待（行李、貴重物品、毛巾、飲

料等的對應） 】※與客人及同事等的對話 

在迎接客人的時候，以前台為接待服務場景，一邊夾著對話一邊練習。以角色

扮演的訓練方式通過身體的表現和語言表達等對客人的應對和接待，以實際表

演+會話進行更加實踐的授課。 

第五講 【迎接客人②（通知擔當髮型師並聽從指示・將客人帶到座位上・為技術實施做

準備）】※與客人及髮型師等的對話 

前台服務結束後，將客人帶到座位上，接下來進入技術實施的準備工作環節，做

為髮型師助理的你進行對話練習。在現實情況下沒有太多的語言溝通，而是通過

眼神等方式來實現意思溝通的場面，但作為會話的練習，特意換成發出聲音來進

行意思溝通的場面來進行練習。 

【練習題】分成 2～3人的小組，針對練習問題的會話文（會話文由指導老師提

供），每個小組由角色組成，進行角色扮演的會話練習。 

第六講 【技術實施中的助手①（洗髮①・剪髮的場面） 】※和前輩造型師、同事的對

話、和客戶的對話 
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根據第一個場景洗頭和剪頭髮進行會話練習。實際的工作場面更多的是用眼晴

觀察語言不多，但是作為會語練習我們要硬著頭皮說出來。另外，作為見習美

髮師的外國美髮師，在這個階段與客人對話的機會應該不多，但是考慮到將來

的語言能力，將客人和髮型師在造型上的對話以及閒聊交流的家常話等進行設

定。 

第七講 【技術實施中的助手②（染髮、洗髮、護理的場面）】※和前輩造型師、同事的

對話、和客人的對話 

以染髮後第二次洗髮及護理場景為設想的會話練習。即使在這種場景下，實際

的會話並不多，但在場景練習中也要硬著頭皮作為對話練習。另外，和第六講

一樣，設想將來的會話能力，也會設定了客人和髮型師在造型上的對話和交流

方面的聊天等。 

第八講 【技術實施中的助手③（造型（燙髮/乾燥/完成）的場面）】※和前輩造型師、

同事的對話、和客人的對話顏色 

以燙髮、吹風、造型場面進行對話練習。即使在這種場景下，實際的會話並不多，

但在場景練習中也要硬著頭皮作為對話練習。另外，和第六講一樣，設想將來的

會話能力，還設定了客人和髮型師在造型上的對話和交流方面的聊天等。 

【練習題】分成 2～3人的小組，針對練習的會話文（斷斷續續插入對話的問

題），對每個小組缺少的會話進行補充，來完善對話內容，通過角色扮演進行會

話練習。 

第九講 【客人回家如何打理、滿意度評價、結賬、拿行李等（上衣、隨身物品、貴重物

品、確認遺失物品等）】※和客人的對話 

技術實施結束後，場景設計在前台結賬的會話練習。在結賬對話的同時還要讓

客人(不介意地)做出滿意度的評價，並且幫助客人做好打扮，確認貴重物品、

隨身物品、遺失物品等，在短時間內要注意很多事情。 

第十講 【送別客人（新信息 PR·下次預約的請求等）】【總結】※與客人的對話 

在送別客人的場景進行會話練習。店鋪宣傳和下次預約的確認等比較自然地在

對話中表達出來。也要練習能抓住下次服務的要素的會話。如果客人想在周邊

吃飯、購物、觀光等情況下，或者回去的交通工具的諮詢等日常性的設想對話

也會被夾在中間，盡可能地進行切合實際多樣化的會話練習。作為總結，回顧

講座，要掌握重點的會話文，固定敬語使用方法，會話的學習方法等。  

【實踐問題】分成 2～3人小組，針對實踐問題（只指定場景、登場人物、關鍵

詞、關鍵人物等），製作全會話文，確定角色，進行角色扮演的實踐練習。 
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（日本語美容会話シラバス －簡体字－） 

课程 

概要和

方法 

本讲座以取得美发师资格并以美发师做为职业的外国留学生为对象，以日语能

力考试 N2～N1的为水平，在美发沙龙现实工作当中经常使用的日语会话主要通

过提高“听”“说”能力让学生掌握能顺利完成职场生活的日语能力。 

课程 

目标 

・在美发沙龙等地方可以熟练的使用日语进行职场上的交流。 

・以自学考试为前提，通过日语能力检定 N1考试。 

教学内容和计划 

第一课 【定向教育(讲座的目标、概要、推进方法、以日语能力考试为目标的学习方法

等）】 

本讲座的目标、概要、推进方法（仅靠会话无法弥补的角色扮演等形式引用），以

及以日语能力考试为目标的学习方法、参考图书、对自学考试等进行个性化指导。

另外本讲座是根据学员的实习阶段逐渐展开，在以下对话场景是学员作为美发沙

龙助理的岗位进行实战演练的。 

第二课 【接电话等（预约受理、预约变更、网络预约等的对应）】※电话、网络会话 

以电话预约受理和与客人的应答为中心进行实践性会话练习。同时，现在由于

互联网等的预约受理也广泛普及的状况，设想在网上的受理和与客人的应答做

模拟训练，或者工作表上的“网络会话”练习与训练。 

第三课 【开店准备（店内清扫整顿、器材、用具、药品等的准备、店铺情况沟通）】 

※和店长、同事的对话 

在日常的某一天开店前，设想了美发沙龙的清扫整顿、器材、用具、药品等检

查准备的场面，与店长、前辈、同事的模拟对话练习。 

第四课 【迎接客人的①（接待处的应对・在等候席的接待（行李、贵重物品、毛巾、饮

料等的对应）】※与客人及同事等的对话 

在迎接客人的时候，以前台为接待服务场景，一边夹着对话一边练习。以角色

扮演的训练方式通过身体的表现和语言表达等对客人的应对和接待，以实际表

演+会话进行更加实践的授课。 
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第五课 【迎接客人②（通知担当发型师并听从指示・将客人带到座位上・为技术实施做

准备）】※与客人及发型师等的对话 

前台服务结束后，将客人带到座位上，接下来进入技术实施的准备工作环节，做

为发型师助理的你进行对话练习。在现实情况下没有太多的语言沟通，而是通过

眼神等方式来实现意思沟通的场面，但作为会话的练习，特意换成发出声音来进

行意思沟通的场面来进行练习。 

【练习题】分成 2～3人的小组，针对练习问题的会话文（会话文由指导老师提

供），每个小组由角色组成，进行角色扮演的会话练习。 

第六课 【技术实施中的助手①（洗发①・剪发的场面）】※和前辈造型师、同事的对话、

和客户的对话 

根据第一个场景洗头和剪头发进行会话练习。实际的工作场面更多的是用眼晴

观察语言不多，但是作为会语练习我们要硬着头皮说出来。另外，作为见习美

发师的外国美发师，在这个阶段与客人对话的机会应该不多，但是考虑到将来

的语言能力，将客人和发型师在造型上的对话以及闲聊交流的家常话等进行设

定。 

第七课 【技术实施中的助手②（染发、洗发、护理的场面）】※和前辈造型师、同事的对

话、和客人的对话 

以染发后第二次洗发及护理场景为设想的会话练习。即使在这种场景下，实际

的会话并不多，但在场景练习中也要硬着头皮作为对话练习。另外，和第六课

一样，设想将来的会话能力，也会设定了客人和发型师在造型上的对话和交流

方面的聊天等。 

第八课 【技术实施中的助手③（造型（烫发/干燥/完成）的场面）】※和前辈造型师、同

事的对话、和客人的对话颜色 

以烫发、吹风、造型场面进行对话练习。即使在这种场景下，实际的会话并不多，

但在场景练习中也要硬着头皮作为对话练习。另外，和第六课一样，设想将来的

会话能力，还设定了客人和发型师在造型上的对话和交流方面的聊天等。 

【练习题】分成 2～3人的小组，针对练习的会话文（断断续续插入对话的问

题），对每个小组缺少的会话进行补充，来完善对话内容，通过角色扮演进行会

话练习。 



36 

 

第九课 【客人回家如何打理、满意度评价、结账、拿行李等（上衣、随身物品、贵重物

品、确认遗失物品等）】※和客人的对话 

技术实施结束后，场景设计在前台结账的会话练习。在结账对话的同时还要让

客人（不介意地）做出满意度的评价，并且帮助客人做好打扮，确认贵重物

品、随身物品、遗失物品等，在短时间内要注意很多事情。 

第十课 【送别客人（新信息 PR·下次预约的请求等）】【总结】※与客人的对话 

在送别客人的场景进行会话练习。店铺宣传和下次预约的确认等比较自然地在

对话中表达出来。也要练习能抓住下次服务的要素的会话。如果客人想在周边

吃饭、购物、观光等情况下，或者回去的交通工具的咨询等日常性的设想对话

也会被夹在中间，尽可能地进行切合实际多样化的会话练习。作为总结，回顾

讲座，要掌握重点的会话文，固定敬语使用方法，会话的学习方法等。 

【实践问题】分成 2～3人小组，针对实践问题（只指定场景、登场人物、关键

词、关键人物等），制作全会话文，确定角色，进行角色扮演的实践练习。 
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4.2 教材の作成 

4.2.1 パーマとワインディング 
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4.2.2 クレーム対応 
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4.2.3 主要用語日中対照 
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4.2.4 日本語美容会話 
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5 動画の作成 

5.1 オンデマンド動画 

 動画配信システムに配置して、オンデマンドに見てもらうことを想定した以下の 3 つの

科目については、録画して適当な編集を施し、アップロードした。 

5.1.1 パーマとワインディング 

   ●毛髪とケミカル知識（アクシス佐藤友彦） 

 

   ●ノンテンションパーマ（アクシス斎藤要） 
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5.1.2 クレーム対応 

●石田 範之 

 

5.1.3 主要用語日中対照 

●劉 勃 
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5.2 リアルタイム動画 

 「美容日本語」については、リアルタイムに実証講座を実施したが、録画して復習するな

どを可能とするため、録画して適当な編集を施し、アップロードした。 

5.2.1 美容日本語 

●吉岡 毅人 
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6 オンライン学習支援システムへの組み込み 

 実証講座の実施にあたって、本校で日常的に使用している Google Classroom を使って授

業を組み立てた。以下、その手順の概要を説明する。 

 

6.1 Google Classroom 

 Google社はGoogle Apps と呼ばれるクラウドサービスを提供している。このサービスと

契約すれば、多くの人が利用している Gmail をはじめとして、クラウドサーバ上でストレ

ージを共有できる Google ドライブ、スケジュール管理に便利な Google カレンダー、オフ

ィスツールとして使える「ドキュメント」「スプレッドシート」「スライド」などのクラウド

アプリを利用できる。 

 Googleは、一般企業向けに「for business」として提供されているが、これは、基本的に

有償サービスである一方、「for education」という教育機関だけに特別に提供されているサ

ービスがある。このサービスは基本的に無償で、数多くのアカウントを発行しても、大容量

のストレージを利用しても、その直接的なサービスに対する対価は必要ない。この Google 

for Education でのみ利用できるアプリが Google Classroomである。Classroom は、「科目」

を簡単に作成することが可能で、この科目の中で教員と学生がインタラクティブなやりと

りをするための仕様が標準的に搭載されている。また、ドライブの共有、You Tube動画の

参照などを簡単に実現する仕様を持っており、非常に活用の幅が感じられるアプリである。 

 

 

図 8 Google Classroom 



169 

 

 

6.2 ストリーム 

 Classroom では、授業の流れを「ストリーム」として定義できる。下図は、一例である。 

 

図 9 ストリームの一例（教師から見た場合） 

 

 図 10 ストリームの一例（生徒から見た場合） 

 

図 9の丸数字が付いたところは、それぞれ、 

① 動画をアップロードした旨 

①  

② 

③ 

①  

② 

③ 
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② 課題を作成した旨 

③ アンケートを用意した旨 

を流れとして示している。 

 

6.3 授業 

 動画を見たり、テストに取り組んだりするのは、「授業」である。下図は、授業の事例で

ある。 

 

 

図 11 「授業」（教師から見た場合） 

 

 上図は、一人の生徒の提出物に対して回答した後の画面である。 
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図 12 「授業」（生徒から見た場合） 

 

 上図は、すでに課題を終え、その結果を提出して、教師からフィードバックを受け取った

直後の画面である。。 

 

6.4 テスト 

 本実証講座では、動画の効果を検証するために、テストを実施することにした。テストは

4 肢択一方式の問題を 10問作成した。内訳は、 

 ①髪の性質…2問 
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 ②髪の構造…2問 

 ③髪のダメージ…2問 

 ④パーマ剤…2問 

 ⑤ノーテンションパーマ…2 問 

とし、それぞれを、ルーブリック評価と関連付けてとらえることとした。なお、テストは

Google フォームを利用して作成した。 

 

 

図 13 テスト 
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7 ルーブリックの作成 

ルーブリックは、学習到達度を示す評価基準を、観点と尺度からなる表として示したもの

で、主に、パフォーマンス課題における学習者のパフォーマンスの質を評価するためのツー

ルとして使用される。ルーブリックを用いると、評価者による評価の偏りを少なくし、明示

された評価基準によってより細かな評価をすることができる。パフォーマンス課題のよう

に、リアルな状況で知識・スキルを活用しながら取り組む課題については、パフォーマンス

の質を判断する基準が評価者によって異なりやすい。また、できる／できないの二分では高

次の能力を適切にとらえることができないので、「どの程度できるか」という段階的な評価

によって高次の能力を捉えるべきである。そこで、評価者間で一定の信頼性を確保するため

に、複数の水準（レベル）を設けた評価基準として、ルーブリックが重要な役割を果たすこ

とになる。6 

 

7.1 ルーブリックの作成箇所 

 Classroom では、「授業」の中で 1つ以上の評価基準をもったルーブリックを作成できる。

本実証講座では、「パーマとワインディング」「クレーム対応」「主要用語日中対照」「美容日

本語」の 4 科目について、授業とルーブリックを作成した。下記は、「パーマとワインディ

ング」におけるルーブリックの作成例である。 

 

 

図 14 「パーマとワインディング」におけるルーブリックの作成事例 

 

 

6 ウィキペディアより 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%AB%E3%83%BC%E3%83%96%E3%83%AA%E3%83%83%E3%82%AF 
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7.2 ルーブリックの手順 

 ルーブリックは、「生徒」のほうでは作成できない。「教師」のほうで作成して、Classroom

に設定することにより、「生徒」もそれを見ながら授業に臨むことができる。「生徒」は評価

ポイントを理解した上で授業に臨むことができるメリットがある。 

Classroom の「授業」では、生徒が課題に取り組んだ結果をベースに、「教師」がルーブ

リック上で評価して「返却」する。「生徒」はそのことによって、「教師」からのフィードバ

ックをより具体的かつ標準的な形で受け取ることが可能になる。 

 

 

図 15 「教師」と「生徒」がルーブリックを通じて交流 

 

 

 

  

ルーブリック 

教師が作成 

ルーブリック 

生徒が閲覧可能 

提供 
・ 
共有
う 

評価 
フィード

バック 
フィードバック 

学習 観察 

評価ポイントを共有して 

ルーブリック 

より客観的かつ具体的な印象 

ルーブリック 
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8 実証講座の実施 

8.1 対象学生 

 実証講座の対象学生としては、外国人として美容専門学校で学ぶ者がふさわしいと考え、

本事業では、被験者として、本校に学ぶ中国人留学生 10名を選択した。 

 

8.2 実施期間 

 実証実験は 2 回行った。 

1 回目は、リアルタイム授業として 2021 年 12月 21 日（火）に、科目「日本語美容会話」

を題材として行った。後でオンデマンドで視聴することも可能とするため、撮影を兼ねて行

った。 

 

 

図 16 実証講座（1回目）の様子 

 

2 回目は、オンデマンド授業として、1月 31 日（月）～2月 16 日（水）の期間を指定し

て、Classroom にログインして科目「パーマとワインディング」をメイン題材として行った。

具体的には、「パーマとワインディング」の動画を視聴し、テストに取り組み、その結果を

講師が「ルーブリック」で評価して被験者に返却する方式で行った。以下は、学生に配布し

たそのための手順書である。 
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8.3 被験者に配布した手順書 
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8.4 学生アンケートの結果 

8.4.1 1 回目の評価 

 10 名が参加したが、1名はアンケートに回答がなかったので、9 名のアンケート結果を集

計した。以下は、その集計結果とグラフ化したものである。 

 

 

図 17 1 回目実証講座のアンケート結果 

 

 役立ち度、理解度、勧奨度、時間の適切性、講師の話のわかりやすさ、外国人美容師の養

成の向き・不向き、いずれもポジティブな回答を得た。 

 

8.4.2 2 回目の評価 

 11 名が参加した（10 名が参加予定であったが、直前に 1 名追加された）。そのアンケー

ト結果およびフリーアンサーを下記する。 
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 「印象を書いてください」に対するフリーアンサーは下記のとおりである。 

 

 初めて中国語でこのような詳しい専門知識を知りました。先生の説明もよく分かりま

した。本当に驚きました。 

 わかりやすいです 

 理解しやすい、時間もそんなに長くないです 

 简单易懂，可以很好的吸收和理解内容，从更专业的角度去学习美发知识，短时间内就可

以学习到实用的内容。 

（シンプルでわかりやすく、内容をしっかりと吸収して理解し、より専門的な視点で理

髪の知識を学び、短時間で実用的な内容を学ぶことができます） 

 文字讲解很详细，翻译内容很专业。 

（テキストの説明は非常に詳細で、翻訳内容は非常に専門的です。） 

 吹き替えをつけるので、声がちょっと不自然な感じがあります。 

 内容很好理解 重点很明确！ 

（内容はよく理解されており、ポイントは明確です！） 

 これは大体聞き取れます。美容に関する知識を詳しく紹介しやすいです。つまり、時間

№ 質問 そう思う
まあ

そう思う

あまり

そう思わない
そう思わない わからない

Q1 役に立ちましたか 9 2

Q2 理解できましたか 9 2

Q3 ほかの人に受講を薦めたいですか 9 2

Q4 時間は適切でしたか 8 1 2

Q5 講師の話はわかりやすかったですか 9 2

Q6 外国人美容師の養成に向いていますか 10 1

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

役に立ちましたか

理解できましたか

ほかの人に受講を薦めたいですか

時間は適切でしたか

講師の話はわかりやすかったですか

外国人美容師の養成に向いていますか

Q
1

Q
2

Q
3

Q
4

Q
5

Q
6

[パーマとワインディング］実証講座アンケート

そう思う まあ… あまり… そう思わない わからない
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が少し長いです。 

 我的日语不是很好，有中文理解了很多，课程老师讲的很好。真是太棒了 

（私の日本語はあまり上手ではありませんが、中国語はたくさん理解していて、コース

の先生はとても上手に話します。それは素晴らしいです） 

 外国人学生には非常に役立つ動画となっており、学校での普及を推奨している。私自身

も多くを学びました 

 先生の理論と実践の説明を通して、私に美容についての知識をたくさん学ばせてくれ

ました。各知識点は説明するのがとても丁寧で、理解しやすいです。ありがとうござい

ます。お疲れ様でした。 

 

 吹き替えを付けているので、理解が進んだものと推察できる。否定的な見解としては、動

画が長い（特に。知識の講義）というものがあるが、そこは改善の余地がある。 

 その他については、非常に評価が高く、特に、「外国人学生には非常に役立つ」との直接

的な高い評価を受けたことは特筆できる。 
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9 美容サロンへの意見聴取 

9.1 意見聴取 

 事業成果報告書、制作した映像、教材、シラバスなどを見せる形で、意見聴取の機会を設

けた（来校いただく場合、オンラインでミーティングする場合）。主として、「カリキュラム」

「科目」の構成や内容について聞き、「その他」のご意見もうかがった。ここでは、わが国

美容サロン 3社、中国の美容サロン 1社の結果をまとめる。 

 

（A 社：東京都世田谷区） 

⚫ カリキュラムについて 

 美容師養成施設指定規則がある以上、このようなカリキュラムにならざるを得ない。 

 入学前学習ができればよいが、日本語能力は個人ごとに違うので、オンラインで効率

的にできればよい。ただ、なかなか難しいのではないか。 

 就職前には、できれば、簿記・会計などのスキル・技能を身につけておいてくれると

助かる。 

⚫ 科目について 

 「クレーム対応」は重要であるし、ポイントをついた内容になっている。ただ、いか

にも文字が多く、難解。 

 「日本語能力」は的をついた内容となっている。これを入学前に実施して、学生が忘

れないで、学校に通っている間同様の機会があれば、スキルとして身に着くに違いな

いので、ぜひそのような内容にしてほしい。 

 「パーマとワインディング」はよい。特に、ノンテンションパーマの実演は映像もよ

くできており、わかりやすい。この調子で、いろいろな技能のモデルになる映像を撮

っておいていただくとよい。毛髪とケミカル知識の内容もよいが、少しずつ、カット

して短い単位時間にしてくれたほうがよい。 

 「主要用語日中対照」も、実に多くのグッズを取り扱っており、すべて見て覚えれば

それだけですごい知識になる。何か、インデックスみたいなものがあるともっとよい

のではないか。 

⚫ その他 

 外国人美容師が集う場所に相当するWebサイトなどがあればよいのではないか。 

 こういう取組が重なって、コロナが落ち着けば、日本の美容の未来は明るいと思う。 

 

（B社：東京都大田区） 

⚫ カリキュラムについて 
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 とてもよいと思います。 

 欲を言えば、インターネットの活用を図るような、SNS の使い方などを学習させる

機会があるともっとよいと思います。 

⚫ 科目について 

 「日本語能力」では、講師のスキルが高く、学生の満足度が高いのもうなづけます。 

 「パーマとワインディング」では、佐藤先生の毛髪とケミカルは、私も勉強になる内

容ばかりでした。素晴らしい内容だと思います。斎藤先生の実演は、やり慣れた感じ

でこちらも素晴らしい内容でした。斎藤先生に作ってほしい動画がたくさんありま

す。そのうち、取り上げていただけませんか。 

 「クレーム対応」では、石田先生の貫禄がなんとも言えず、素晴らしかったです。実

務畑を一生懸命歩いてきた石田先生でないと言えない内容もふんだんに入っていて、

ハッとするところも多く、私たちにとっても勉強させていただきたい内容ばかりで

した。 

 「主要用語日中対照」では、内容が中国語だったのでよくわからなかったですが、数

多くの道具を取り上げていただいたので、網羅的な内容ではなかったかと思います。 

⚫ その他 

 ぜひ、この取組をますます充実させて、役立つ動画をたくさん作ってほしいと思いま

す。よろしくお願いいたします。 

 

（C 社：東京都品川区） 

⚫ カリキュラムについて 

 美容のカリキュラムは動かせない。入学前、就職前は、課外でやる以外になく、その

意味では妥当な配置。 

 日本語能力は、個人差が大きくて大変そう。 

 パーマとワインディングは、正規科目の中に入れてもよいのではないか？ 就職前

とする意味がよくわからない。 

 クレーム対応は正規科目の中だと思われるが、であれば、少し内容が難しいのではな

いか。 

 主要用語日中対照は、中国人であれば、あったほうがよいに決まっている内容ではな

いか。 

⚫ 科目について 

 「日本語能力」は、講師が美容サロンの現状をよく知らなそう。でも、入学前であれ

ばそれも仕方ないか。講師の技能レベルは高い感じがした。 

 「パーマとワインディング」、佐藤講師の毛髪とケミカルは、大変レベルが高い、高

いけれど、学生のうちに勉強しておくとよい内容、という感じ。斎藤講師のノンテン

ションパーマ実演は、実演である分、役に立つ。こういったモデル的実演の映像を増
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やしてもらった方がよい。 

 「クレーム対応」、内容が難しい。若い人、特に、外国人が 10聞いても、1残るかど

うか、というレベルであるように感じた。 

 「主要用語日中対照」、たくさんの道具を取り上げてくれたので、中国人にとって印

象的ではなかったか。 

⚫ その他 

 特になし。 

 

（D 社：中国上海市） 

⚫ カリキュラムについて 

 大変よいと思います。中国人にとって、日本語は最大の関門で、それは自分自身で克

服していくものですが、入学前の段階でそういう科目があることは大変重要です。 

 同様に、就職前の段階も重要で、日本語の講義はそこであってもよいぐらいです。 

⚫ 科目について 

 「日本語能力」は、講師が大変熱心であるところが好感を持てます。こういう感じで

グループ学習できれば、飛躍的に日本語能力が向上すると思います。しかも、美容サ

ロンを現場として想定できれば、こんなによいことはないです。 

 「パーマとワインディング」の、斎藤講師のノンテンションパーマ実演、素晴らしい

です。このような実演動画をもっと見たいです。佐藤講師の講義も素晴らしいです。 

 「クレーム対応」の内容も素晴らしいです。日本人がクレームをつける局面を判別で

きるような内容があるともっとよいと思いました。 

 「主要用語日中対照」の内容は最も素晴らしいです。これだけ道具を取り扱ってくれ

てありがとうございました。 

⚫ その他 

 本当に素晴らしい動画を見させていただき、ありがとうございました。 

 

9.2 意見聴取結果の分析 

 総じて好評であった。 

 カリキュラムについて、わが国の美容師養成施設指定規則の制約はあまり気にすること

はなく、自由枠の範囲で十分な内容を施せる感じがした。もっとも、「パーマとワインディ

ング」「日本語能力」については、正規のカリキュラムの外側に配置しているので、あまり

気にされなかったのかもしれない。 

 インターネット、SNS といったキーワードが見えたことも大きい。カリキュラムを検討

する際、インターネットスキル、SNS を通じたやり取りを組み込んだ内容も十分検討対象

としなければならない。 
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 個別の科目の印象については、今回の 4 つの科目が非常にユニークであったためか、好

印象しかない。そこを割り引いて評価しなければならないが、科目構成としては適切であっ

たと評価したい。 
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